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2018.06.15.Fri プレスリリース 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000167.html 
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H18市町村別 車の保有台数 

（軽自動車を除く） 
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住所項目を抽出して
アドレスマッチング 
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避難所から半径500m圏域マップ 

国土数値より作成 
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時間 項目 内容 

インプットタイム（13:05～13:30） 

13:05 10分 イントロダクション ・データの利活用にかかわる動向、地図を用いた課題解決事例などを紹介します。 

13:20 10分 ワークショップの説明 ・ワークショップのやり方、目的などを共有します。 

ワークショップ（13:30～16:00） 

13:30 10分 自己紹介＆リーダー決め 

・ワークショップのはじめにグループ毎に自己紹介を行います。 

・ディスカッションを進行するリーダー役と、最後の発表者を決めます。 

・雰囲気を和らげるために簡単なアイスブレイクを挟みます。 

13:40 20分 課題の書き出し 

・各自が配布された付箋に課題を書き出していきます。 

・課題リストなどを参考にして、なるべく沢山の課題を出すことを目的とします。 

→地域課題の洗い出し 

14:00 40分 課題のグルーピング 

・作成した課題をグループのメンバーに紹介しながら模造紙に貼り付けます。 

・似たような課題は近くに貼るようにします。 

・グループ化した課題をメンバーで議論しながら、より具体的な課題にまとめていきます。 

・議論の進行に応じて課題の追加、並べ替えなどを自由に行ってください。 

→課題の共有、深化、合意の形成 

15:00 40分 IMCの作成 

・先ほどのディスカッションでまとめられた課題をいくつか選び、空間的課題解決チャー

ト（IMC）を完成させていきます。 

・オペレーターは QGISソフトを用いて関連する地図データや事例の紹介、主題図の作成

などを行います。 

→課題解決のための思考プロセスの可視化 

15:40 10分 クロージング 
・グループで成果として発表する内容をまとめます。 

・オペレーターは必要な素材の作成をサポートします。 

まとめ（16:00～16:30） 

16:00 20分 
発表 

（発表 3分＋質疑 2分） 
・各グループの代表者が IMCを用いてディスカッションした内容を全体に発表します。 

16:20 10分 講評  
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データを２次利用できる形で作成しておくことは非常に重要だと思った。事前のデータ入力の重要性に気づくことができた
のがとても有意義でした。今後は行政でもビッグデータなどを利用した課題解決の提案が求められるようになるし、それを
やっていかないと自治体間競争で取り残されてしまうと思う。データの中から、どの情報が必要なのか、どうすればわかり
やすく伝えることができるのかを考えられる職員を増やしていかないといけない。実際にデータを利用して資料を作成し、
課題解決の提案まで行うことで、システムの使い方、データの見せ方などを学べると良かったと思う。データを活用して課
題を可視化すると、本来の課題意外にも新たに見えてくるものがあると感じた。今回の研修を受け、データを活用し課題を
可視化することの重要性を知ることができた。こんなデータがあれば良いという気付きになり面白かった。データを活用す
るためにはGISオペレータの存在が必要で、実務上どのように担保していくかが課題だと思いました。属性情報を利活用でき
るようにするための収集方法と、環境整備が必要と思いました。データで反論できるような職員の意識が必要（データに基
づかない政策の禁止）EBPM!データの利活用に当たっては、統計分析の考え方も併せてやる必要がある。庁内データ一覧を
どんどん共有したい。→早く庁内に公開して欲しい。一般的に公開されているオープンデータだけでも分析できることがた
くさんあると知ることができた。データ利活用という表題だったため，自分の業務にどのくらい活かせるか疑問だったが，
実際にグループワークや講義を受けてみて，とても有意義な研修だった。グループ活動の中で，病院の情報を集める際に，
病院ごとの診療科目がエクセルの一つのセルにまとめて書かれていたため，地図上に診療科目別の色分けをすることができ
ませんでした（意図したとおりに利活用できませんでした）。このように，データを利活用するためには，事前のデータ入
力の時点で利活用を見据えておかければいけないと思いました。今後，データ利活用をする場面で，あると思っていたデー
タをいざ使おうと思ったときに，属性情報が足りなかったり，二次利用しづらい場合は今後もあると感じました。医療機関
の診療科データ。以下のデータを収集していくことが効果的な広報には必要だと感じました。本庁舎と各出先機関の利用状
況（利用人数、男女割合、世代など、各イベントのターゲットが当該施設をどれくらい利用しているか分かる数値データ）。
所属課で所有しているはずのデータが一覧に掲載されていなかったので、市で所有しているデータについて把握しきれてい
ないのだと感じた。データの所管部門別ではなくデータの内容別にリストアップしている方が目的のデータにたどり着きや
すいと思います。保管しているデータの情報の共有ができれば良いと思いました。公共施設マネジメントデータベース。宅
地開発やマンション建設の情報。。年齢の分布図 年齢別の居住状況。 

たくさん 
いただきました 
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国土数値：医療機関データ 
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診療科を項目名に 
データはBoolean 
（たとえば） 

国土数値：医療機関データを編集 52 
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2月 11月 4月 

H30年度 H29年度 
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